
WPI マニュアルアラートのご利用のご注意                 2007 年 2 月作成 

■ マニュアルアラートの注意点 

 

   ①  更新コードを検索に利用できるのは，2006 年 2 月 9 日以降です． 

 

   ②  /UP，およびその関連検索フィールドを用いたマニュアルアラートで，期間限定をすると 

      漏れが生じる場合があります． 

 

      => S 20061201<=UP AND ...........    ○ 

 

     => S 20061201-20070101/UP AND ...     × 漏れが生じる場合があります． 

       

      理由： WPI ファイルでは，/UP は最新の更新日です． (同一レコードが何度も更新された 

           場合は，更新日が上書きされ，最新の更新コードのみ検索対象になります)． 

 

 

       UP 2006. 4.10       UP 2006.10.18           UP 2007. 1.19      ← 最新の更新日のみ 

                                                  検索できる 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

   /UP フィールドと同様に，複数回更新された場合，最新の更新日のみ検索可能な更新コード一覧 

   

更新コード 内容 備考 

/ED 入力日 (新規レコードの追加) 
固定  
(DW.B と必ずしも一致しない) 

/UP 
/UPAB 
/UPPA 
/UPGI 
/UPPR 
/UPTI 
/UPA 
/UPB 
/UPIT 
/UPCR 
/UPWX 
/UPAA 
/UPAT 
/UPCL 
/UPIO 
/UPNO 

更新日 
抄録の更新日 
特許出願人の更新日 
図面の更新日 
優先権情報の更新日 
標題の更新日 
ポリマー索引の更新日 (会員用) 
ケミカルコードの更新日 (会員用) 
索引の更新日 (UPKW) 
新規化学物質の DCR セグメントへの追加
WPI クロスリファレンスの更新日 
著者抄録の更新日 
著者標題の更新日 
クレームの更新日 
発行時の国際特許分類の更新日 
発行時の米国特許分類の更新日 

最新の更新日のみ検索すること

ができる． 

 

   参考：  

   INPADOC ファイルの /UP フィールドは，WPI ファイルと同じです． 

   CAplus ファイルの /UP フィールドは，過去のすべての更新日が検索できます． 

 

ED 2006. 4.10

UP 2006. 4.10

ED 2006. 4.10

UP 2006. 4.10

UP 2006.10.18

    

データの追加  

ED 2006. 4.10

UP 2006. 4.10

UP 2006.10.18

UP 2007. 1.19

データの追加  



 

■ 例外 ： 更新日の履歴がすべて検索可能なフィールド  

      

      同一レコードに対して，下記の更新内容が複数回更新された場合は，更新日の履歴が残り，         

     すべての更新日が検索対象となります． 

 

 
       UPP 2006. 4.10      UPP 2006. 4.10   UPP 2006. 4.10 

                        UPP 2006.10.18    UPP 2006.10.18 ← 更新日の履歴がすべて 

                        UPP 2007. 1.19    検索できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新コード 内容 備考 

/UPP 
/UPEQ 

新規レコードと対応特許の更新日 
対応特許の更新日 

更新日の履歴が検索できる 

 

     /UPP の入力例 : 更新日の履歴が残っているため，期間を限定した検索ができます． 

     

        2006 年 11 月 1 日から 2007 年 1 月 1 の期間に追加された中国特許の検索 

 

  => S CN/PC (P) 20061101-20070101/UPP 

         ： 

  L1       53562 CN/PC (P) 20061101-20070101/UPP 

 

 

ED  2006. 4.10 

UPP 2006. 4.10 

ED  2006. 4.10

UPP 2006. 4.10

UPP 2006.10.18

    

対応特許の追加  

ED  2006. 4.10

UPP 2006. 4.10

UPP 2006.10.18

UPP 2007. 1.19

対応特許の追加  


